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１　令和６年６月　教育委員会補正予算（案）総括表

【一般会計】

12,992,636 16,107 13,008,743

12,992,636 16,107 13,008,743

(項１)教育総務費 2,186,410 1,000 2,187,410 1 情報教育推進事業費 1,000

(項５)社会教育費 2,877,177 15,107 2,892,284 1 文化財保護事業費 11,000

2 管理運営事務費
　（民俗民芸村費）

4,107

(単位：千円)

備考

教 育 委 員 会 合 計

(款１０)教育費

補正後の額

予算科目(款・項）

区分 

補正前の額 今回補正額
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【文化財保護事業費】 

 

２ (重文)旧森家住宅 耐震対策事業(土蔵工事)について 

［生涯学習課］ 

 

（１）補正額     １１，０００千円 

 

財源内訳 国庫支出金 ５，５００千円 

     県支出金  ２，７５０千円 

     市債    ２，４００千円 

     一般財源    ３５０千円 

 

（２）事業目的 

今年度、重要文化財旧森家住宅の土蔵耐震補強工事を実施する予定で 

あったが、能登半島地震により当該住宅に被害が生じたことから、工事 

内容を見直し、被害復旧を含めた工事とするもの。 

 

（３）事業内容 

旧森家住宅について、土蔵の被害復旧及び耐震補強工事を実施する。 
 

内容 
当初事業費 

（A） 
変更後 
（B） 

補正分 
（B）－（A） 

【委託料】 
工事監理業務委託 

１，６２０千円 ２，６２０千円 １，０００千円 

【工事請負費】 
土蔵耐震補強工事 

１１，２００千円 ２１，２００千円 １０，０００千円 

計 １２，８２０千円 ２３，８２０千円 １１，０００千円 
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【管理運営事務費】 

 

３ 売薬資料館別館（土蔵）災害復旧について 

［民俗民芸村管理センター］ 

 

（１）補正額     ３，００７千円 

 

財源内訳 市債   ３，０００千円 

一般財源     ７千円 

 

 

（２）事業目的 

能登半島地震により被害を受けた売薬資料館の別館（江戸時代中期頃に

建築された旧密田家土蔵を平成１３年度に移築した建物）の復旧に係る工

事設計が完了したことから、同館の復旧業務等を実施するもの。 
 

（３）事業内容 

   本年１０月の観覧再開に向けた震災復旧業務等を実施する。 

 

ア．別館（土蔵）震災復旧業務委託        ２，７１０千円 

  外部漆喰壁・屋内中塗壁亀裂補修、正面下屋瓦補修、軒樋補修等 

イ．別館（土蔵）震災復旧技術指導業務委託      ２９７千円 

    復旧業務の受注業者に対して、文化財を正確に原形復旧するために必

要な提案や技術的指導及び助言を行う。 
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【管理運営事務費】 

 

４ 篁牛人記念美術館収蔵庫における湿度制御機器の 

一部更新について 

［民俗民芸村管理センター］ 

 

（１）補正額     １，１００千円 

 

財源内訳 一般財源 １，１００千円 

 

 

（２）事業目的 

老朽化により故障した篁牛人記念美術館収蔵庫の湿度制御機器を一部更

新することにより、常に適切な湿度を保つことで、所蔵作品を管理するも

の。 

 

（３）事業内容 

当該収蔵庫は、所蔵作品の保護のため、湿度制御機器（加湿器、除湿器

及び自動制御機器で構成）により適切な湿度（約５５％程度）を保つよう

コントロールしているが、老朽化により加湿器及び自動制御機器が故障し

たことから、機器の一部を更新する。 
 

湿度制御機器一部更新業務委託  １，１００千円 

 

4



 

【情報教育推進事業費】 

 

５ リーディングＤＸスクール事業について 

［教育センター］ 

 

（１）補正額     １，０００千円 

 

財源内訳 諸収入 １，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

本事業は、文部科学省が、１人１台端末の活用により、個別最適な学び

と協働的な学びや校務ＤＸを推進するため、小中高等学校約２００校を

「リーディングＤＸスクール事業指定校」とする事業であり、公募の結果、

今年度に入り、芝園小学校、芝園中学校が指定された。 

指定された２校においては、本市が導入している Google Workspace 等の

汎用的なソフトウェアとクラウド環境を活用した効果的な教育を実践し、

その成果を他校にも広めるもの。  
 

（３）事業内容 

ア．有識者を講師として招いた研修講演会の開催 

イ．指定校への先進事例視察 

ウ．「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実などにおける 

教育実践など 
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【工事請負契約締結の件】 

 

６ 山室中学校体育館改築主体工事 

［学校施設課］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）目 的 

令和５年度に実施した第２体育館解体工事に引き続き、令和６～７年度に

おいて体育館改築主体工事を実施するもの。 

 

（２）内 容 

構 造 ：鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建て 
延 床 面 積 ：約１，８３０㎡ 
契 約 方 法 ：一般競争入札 
予 定 価 格 ：９９９，９００，０００円 
契 約 の 金 額 ：９９９，９００，０００円 
工 期 ：契約締結日の翌開庁日 ～ 令和７年１２月１２日 

契約の相手方 ：石坂建設・婦中興業・北新建工山室中学校体育館改築

主体工事共同企業体 
 

【R4～5 解体・ 

改築設計委託】 

【R8 解体】 

【R6～7 体育館改築】 

【R5 解体】 

工事箇所 
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